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行政評価
事業体系

分野 環境先進都市[Ⅳ]

政策 地球環境を守るまちの実現[07]

指標に関する説明

　廃棄物の発生抑制、再利用・資源化を推進するとともに、排出される廃棄物については適正、安定的
に処理することにより、生活環境の保全、区民の健康で快適な生活を確保する。

施策名
部課名

課長名
施策Noごみの適正処理の推進 07-04

内線

環境清掃部荒川清掃事務所

山本　吉毅 472

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
(28年度)

3,000件

20年度 21年度 22年度 23年度

3,500件

推進 推進

指
　
　
　
　
標

ふれあい指導状況

不法投棄収集個数

徴収率（ごみ処理券・一
般廃棄物処理手数料）

環境学習実施状況

300個

100.00%

関連部課名 環境清掃部清掃リサイクル課

施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定 今年度設定

区民の生活環境の保全、快適な生活の確保に向け、廃棄物について、適正
かつ安定的に処理する。

33校

0.0%

事業者に対する排出ルールの
適正化等の指導件数

集積場所等に不法投棄された
廃棄物の収集個数

収集額／調定額（現年度分）

実施小学校等数

3,844件 5,663件 3,716件

585個 954個 1,317個 600個

99.7% 99.9% 100.0% 100.0%

19校 8校 9校 12校

今
後
の
方
向
性

《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

○廃棄物の適正処理や資源化の推進に向けた施策の拡充（ふれあい指導の体制強化による新分別
　ルールの排出指導、不法投棄対策等の取り組み、環境学習の幼稚園・小学校以外への拡大実施）
○ごみ処理券等に係る債権の確保・管理に向けたさらなる取り組みの強化
○廃プラスチックの新たな資源化等に向けた清掃リサイクリ課との連携した新たな施策検討

3.0% 7.5% 5.9% 0.0%

○廃棄物の収集運搬をはじめ、減量化・再利用の推進等についての住民への指導、大規模建築物に
　関する届出受理、住民からの苦情処理等多岐にわたる事務を行っている。また、廃プラスチック
　のサーマルリサイクル実施に伴う新分別ルールの徹底に向けた取り組みや不法投棄対策等の課題
　への対応が求めれている。
○最終処分場の延命化や「清掃負担の公平・役割分担のあり方」という観点から、今後より一層の
　廃棄物の排出抑制、再利用・資源化の取り組みが不可欠である。
○直営清掃車両基地である南千住清掃車車庫における直営車両の減少による施設の活用についての
　検討が必要である。

公務災害発生率
公務災害発生件数／職員数／
１００
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1,098,013 継続 継続
定められた算出方法により支出
する

ふれあい指導 05-03-14

中間処理分担金 05-02-05

05-03-11

安全衛生管理

事業用大規模建築物廃棄
物排出指導

清掃管理事務

05-03-01

05-03-02

　発生した頭数を確実に処理す
る。

収集作業運営費・委託料に統合

　債権の確保・管理に向けた対
応策等が必要であり、優先度は
高い。

継続

休止・
完了

　現状の規模で実施する。

　現状の規模で実施する。

2,689

　分別ルールの徹底や不法投棄対
策等実施のため、環境にやさしい
生活習慣を身につけた区民を育成
するために優先度は極めて高い。

重点的
に推進

1,988,704 1,928,594

4,577
重点的
に推進

　一般廃棄物処理基本計画の新
たな策定に向けて清掃審議会に
おいて重点的に審議する必要が
ある。

　光熱水費等の経費の削減に努
めながら、現状の規模で実施す
る。

　経費の削減に努めつつ、建物
管理を適正に行う。

継続

継続

推進

　雇上契約積算を精査し、車両
の効率的な運用を図る。

　管理の徹底等により経費の削
減に努めつつ、現状の規模で実
施する。

51
休止・
完了

重点的
に推進

推進

継続

推進

継続

継続 継続

1,000,510

0

05-03-12 10,784

05-02-02 105 105 継続 継続

05-03-04

廃棄物埋立処分

動物死体処理

施策を構成する事務事業の分類

清掃調査事業

清掃協議会分担金

営繕事務

清掃事務所管理運営

事務事業名
決算額（千円）

運搬作業運営

清掃車車庫管理運営

収集作業運営

運搬管理事務 05-03-09 1,273 1,348

05-03-10 6,870 6,097

　分別ルールの徹底やごみ減量・
リサイクルの一層の推進のために
優先度は高い。

　公務災害や車両事故の発生防
止、また、安定的な清掃事業運営
のためにも優先度は高い。

　廃棄物情報管理システムを今後
とも効率的に活用していく。

分類についての説明・意見等

事務の調整を引き続き実施する

　現状の規模で実施する。

21年度

清掃事務所事務

事務事業
No

施策推進のため
の分類

前年度
設　定

今年度
設　定

22年度

05-02-03 1,041 7,117
重点的
に推進

685 628 継続 継続

9,375 5,869 推進

05-03-03 4,978 446 継続

498 181 推進

継続

05-03-06 22,512 0 継続

05-03-05 16,968 18,294 継続

05-03-08 10,102 9,565 継続

05-03-07 801,580 862,321 推進

合　計

10,353 推進 推進

05-03-13 1,231 1,132 継続 継続

清掃事務所ごみ処理券事
務


